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＜患者様連絡事項＞

・川村　和則様～風邪症状続いている為、PL（総合感冒薬）3T　3×1　3日分臨時継続処方あり。

・竹内　恒子様～風邪症状続いている為、PL（総合感冒薬）3T　3×1　3日分臨時継続処方あり。

・和田　昌様～本日38.4℃台の発熱あり、PL（総合感冒薬）3T　3×1　カロナール（解熱鎮痛薬）

3T　3×1　3日分臨時処方あり。

・池野　功一様～本日朝食介助にて全量摂取、エンシュアリキッド2缶摂取される。11時体熱感

あり、38.6℃の発熱みられる。クーリング施行し経過観察。水分摂取量すくな

いこと、昼食は摂取出来ていないこともあり、安ヶ平Drより、アンヒバ坐薬1

個、輸液　ｿﾘﾀT3　500ml・ダイビタミックス注1A・アスコルビン酸1A処方あ

り、施行しています。また、本日10時排尿12時間確認出来ていないことから、

導尿指示あり施行しています。

予測指示として、①自排尿12時間なければ導尿実施

　　　　　　　　②38.5℃以上の発熱があった際は、アンヒバ坐薬1個挿肛　の指示

10/23まで、安ヶ平Drよりあります。

・種市　久子様～昨日スタッフ付き添いにて自宅へ衣類を取りに外出しています。問題行動なく

帰院しています。現在の自宅の状態が以前住んでいた場所からそのまま荷物が

搬入され、乱雑になっていたため、今後の住まいについて検討・相談していく

予定としています。

＜措置入院患者様ケース検討＞

川村　和則様～現在は、落ち着いて日課行えているが、プログラムは体調不良訴え途中退席して

います。時折他者に対する干渉や、気分の落ち込みを訴えることあるため、他者

との接触に注意し、精神症状の観察していきましょう。

神田　直樹様～現在、病識を深めて頂き、病状コントロール出来る様に展開していますが、思考

奔逸状態、気分変動著明にあり、病識乏しい発言聞かれています。主治医からも

本人に対し、振り返りを促しています。引き続き精神症状観察し関わって行きま

しょう。

＜要注目患者様＞

・小田　沙也加様～本日深夜帯の朝方より、Aユニット、ソファーのある廊下にて、壁を叩く、

クロスを剥がす行為あり、また食事の声掛けに、1時間、摂取に1時間要し、

常時見守りが必要な状況です。自室へ誘導するも激しく抵抗することあり、

スタッフへの攻撃はないが、帰宅要求訴え頻回にあり、休めずにます。

引き続き常時見守り、他者とのトラブルないようにしましょう。

＜環境整備現状及び改善検討＞

・環境整備担当スタッフよりAユニットのトイレ掃除が行き届いていない現状があり、曜日において根子さんが対応している状況であるため、日々毎日患者様が使用する場所であるため、清　潔を維持出来る様に、今後根子さんの業務を管理者へ確認し、各ユニットでの分担を決めていくこととしています。

